
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

やり残したこと やりきること 

 

泰日協会学校シラチャ校  校長 酒井憲一  

 

 先日、車いすテニスで世界ランキング１位の国枝慎吾選手が引退を表明しました。選手とし

て最高ランキングの状態での引退には衝撃が走りましたが、これまでの国枝選手の功績をあら

ためて振り返ると、その偉大さに称賛の拍手を送るとともに、長年にわたる選手生活に対して

「ご苦労様でした。」という労いの言葉をかけずにはいられませんでした。  

 ご存じのように、国枝選手は一昨年に行われた東京パラリンピックにおいて金メダルを獲得

しました。その時、引退を考えたそうですが、「まだウインブルドンで優勝していない。やり残

したことがある。」という強い思いから現役を続行し、翌年ウインブルドンを初制覇して生涯ゴ

ールデンスラムを達成しました。そして、「もう十分やりきったという感

情が高まり、決意した次第です。」と引退の理由を述べていました。  

 

国枝選手の「やり残したことがある。」という思いは、スポーツだけで

なく仕事でも他のことでも考えられることであり、誰もが経験したこと

があるでしょう。そして、「やり残したことがある。」という気持ちを原

動力にして目的の達成に向けて努力し、「もう十分やりきった。」と達成

感を味わうことは、人を大きく成長させてくれます。  

 

 

さて、３学期も残すところ１か月少々となりま

した。卒業または学年の修了にあたり、子どもた

ちは右の表のように「やり残したこと」はないで

しょうか。また、やり残さないために最後まで続

けたいと思っていることはないでしょうか。  

また、高学年以上なら子ども自身で「やり残し

たこと」を考えられるでしょうが、小学部の低学

年や中学年の子どもたちは難しいと思います。そ

の場合は、担任を中心に教員が漢字の書き取りや

計算の習熟など学習の基本を中心に、子どもたち

の「やり残したこと」「最後まで続けたいこと」

を明確にし、修了式まで取り組んでいきます。  

いずれにしても、卒業式や修了式の日に、子ど

もたちがやり残したことがなく、「やりきった！」

と言えるように、残りの３学期の日々を一日一日

大切に過ごしてまいります。  
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【例：やり残したこと】  

・作品が完成していない。  

・まだ提出してない課題がある。  

・水泳の目標を達成していない。  

・覚えてない漢字がある。  

・小数の計算はまだ自信がないなあ。  

・まだ跳べない縄跳びの技がある。  

・まだ一緒に遊んでいない子がいる。  

 

【例：やり残さず最後まで続けたいこと】 

・毎日宿題を欠かさず出すことにしてい

るから、修了式（卒業式）まで続けよう！  

・毎日弁当を残さないと決めているから

最後までがんばって食べるぞ！  

・毎日読書しているけど、１年間で何冊読

めるだろうか。  

・毎日の運動を続けるぞ！  



・ ・  ～ジャンタブリー臨海学校～ 

 第５学年主任   木村  久美子  

５年生は、１２月８～９日の日程で、臨海学校を実施しました。今年度は３年ぶりの遠泳に挑戦す

るということ、昨年度水泳授業を実施していないということから、臨海学校の話をした当初、「５００

ｍも泳いだことがない。」「泳ぎ切れるのだろうか。」と不安そうな様子の子どももいました。  

実行委員を中心に、スローガンを「○き ずなを深め、○あ きらめない心、○い しきして時間を守ろう～
めざせ、シラチャのヒーロー～」と決めました。また各自の目標も決め、泳げるようになることは勿

論、泳力の向上や、臨海学校に向けての活動に対して、一生懸命練習に取り組んできました。 

当日、天気にも恵まれ、穏やかなジャンタブリーの海で、遠泳を行うことが 

できました。海の中、５００ｍ先のゴールを目指して、スタート。「途中、立ちそ 

うになったけど、必死で泳いだ。」「背面浮きで休憩したから、一度も立たずに 

に泳ぎ切れた。」と、それぞれが自分の力を出し切ることができました。全員  

が完泳し、皆でその達成感を味わうことができました。 

その他にも、マーガンクルアイづくり、ビーチレク、 

ビーチファイヤーなど、タイの自然に触れ、たくさんの経験をした子ども達。 

仲間と最高の時間を過ごした子ども達。「き・あ・い」に満ち溢れていました。 

実行委員の児童を中心に、臨海学校の活動報告を作成しました。第１校  

舎１階西側階段横の掲示版にて掲示しております。ご来校の際にご覧いただければ幸いです。 

３学期はどの学年にとっても、次の学年に向けてステップアップするための大切な時期となりま

す。５年生は、６年生からのバトンを受け継ぎ、学校を引っ張っていける存在となれるよう取り組ん

で参りますので、どうぞよろしくお願いいたします！          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科見学 消防署の方を招いて  第３学年主任   岩本  衣里 
１月１９日 (木 )に小学部３年生は消防署の方を招き、社会科見学を実施しました。社会科

の学習で自分たちの身のまわりの生活で「火事からくらしを守る」仕組みや仕事について、

知っていることを出し合ったり、予想したりしました。  

当日は、実際に消防署の方から話を聞くだけでなく、普段使用している器具や放水、はし

ご車が上がる様子などを見せてもらったり、消防自動車に乗車させてもらったりしました。

また、防火服の着用体験では、防火服やブーツ、ボンベの重さを体感することで、「重たい！」

「これで走ったり火を消したりするのは無理！！」と、消防士の方々の仕事の大変さを実感

する様子が見られました。  

社会科見学後、子ども達は、見たり聞いたりしたことをもとに、「防火服や器具について」

「消防士の仕事について」「消防自動車について」「火事が起きたら（通報の仕組み）」「学校

の消防設備」「これから自分たちにできること」について、タイと日本を比較しながらまとめ

ています。  

自分たちの身のまわりにいる、くらしを支える仕組みや人々に少しでも関心を持ち、安全

な生活について考える機会になってほしいと願っています。  

 

 

 

 

 

 

 



7年生「職場体験学習」を終えて 

                            第７学年主任  成岡 浩 

11月 25日（金）、7年生全員が職場体験学習に参加し、体験活動を行ってきました。

このことが何よりうれしい成果です。この職場体験学習の実施にあたっては、多くの皆様

のご協力とご支援をいただき実現した賜物です。これは 6 社（オイスカシラチャ日本語

幼稚園様、イオンシラチャ様、リコー様、住友ゴム様、三菱モータース様、カワサキモー

タース様）の各事業所様のご配慮と行き届いた受け入れ態勢の上で実現した大変貴重な

学習の機会となりました。 

それぞれの事業所様に 5～６名に分かれて体験活動を行い、生徒にとっては大変貴重

で新鮮な学習となり、記憶に残る体験となりました。事前学習の調べ学習や電話対応、質

問事項の検討や役割分担など、生徒たちのやる気はたいへん前向きで、チームで取り組む

姿はとても意欲的でした。「体験することによって学ぶ」実際にその場へ出かける生きた

学習は、生徒の成長に大いに価値ある取り組みになったと感じます。タイにある実際の企

業を自分の目で見て体験できる、在外教育施設でしかできない職場体験学習になったと

実感しています。事後学習での子どもたちの表情や態度からそれは明らかでした。 

3年ぶりということで、初めの一歩は、日本人会の皆様にご尽力をいただき、各事業所

をご紹介いただきました。誠にありがたく、この場を借りて、心から感謝を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

オイスカシラチャ日本語幼稚園               リコー 

 

                           

                           

 

 

 

 

三菱モータース                 イオンシラチャ 

 

 

 

 

               

 

 

 

住友ゴム                 カワサキモータース 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

２ /７（火）  ３、４校時  小２  体育館  

２ /８（水）  ３、４校時  小４  体育館  運動場  

２ /１５（水）  ３、４校時  小３  体育館  運動場  

最終登校日  一時帰国  退   学  
２月９日（木）  
以前  
         

〇通知表を作成 します。  

〇出 欠 の記 録 、所 見 、特 活

の記録等を記入します。  

〇評価評定はしません。  

〇３月 １０日 (金 )以 降 に、

児 童 生 徒 または保 護 者 に

お渡 しをします。  

※受 け取 りについては、担任 と

ご相談 ください。  

〇通 知 表 は作 成 しません 。 

〇口頭で学習状況等をお伝

えします。  

２月１０日（金）  
以降   

〇通知表を作成 します。  

〇上記の内容に追加し、評価できる項目 を記入 します。  

〇３月 １０日 (金 )以 降 に、

児童 生徒 または保護 者 に

お渡 しをします。  

※受 け取 りについては、担任 と

ご相談 ください。  

〇３月１０日 (金 )以降 に郵

送 します。帰国後の住所 と

電 話 番 号 を お 伝 え く だ さ

い。  

※郵送方法については、担任

とご相談 ください。  

９日（木）１０日（金）は、７、８年生を対象に、今年度最
後の定期考査が行われます。今学習している内容だけでなく、この１

年間で学習した内容も範囲となっている教科もあります。新しい学年
になる前に、今年度学習した内容を復習できるよい機会ですね。  

２４日（金）は、小学部でこれまでお世話になった６年生にむけ
て、送る会を開催します。６年生はもちろんのこと、みんなにとって思い
出に残る素敵な会になるとよいですね。  

２月４日（土）は、今年度最後の授業参観です。今回はご来校
いただいての参観となります。お子様の学校での様子を、ぜひ、ご覧下さ

い。また、１月３１日（火）からは、懇談会が予定されています。詳
細につきましては、学校からのお知らせに配信した案内を再度ご確認
下さい。 

１６日（木）は、７、８年生保護者を対象とした進学ガイダンスが行わ
れます。お子様の将来に関わる大切な内容となりますので、ぜひ、ご参加下

さい。詳細につきましては、進路関係トピックに配信した案内を再度ご確認
下さい。事前のアンケートも実施していますので、よろしくお願いします。 

例年、年度末に申し込みが殺到します。また、発行
に要する期間は通常で原則１週間 (休業日を含まな
い）ですが、春休みになると数週間お待ちいただくことも

あります。申し込みを希望される方は、２月中に本校
HP よりダウンロードを行い、必要事項を記入し、担任
へ提出されるようお願い申し上げます。 

 
【主 な証明書 】   
□在学証明書  □成績証明書  □卒業見込み証明書   

□卒業証明書  □入学証明書  □修了証明書  
 

 

３月をもちまして８名の教職員がシラチャ校を去ることになりましたので、お知らせいたします。  
 
校長：酒井  憲一   ２年学年主任：吉田  真由美   ３年２組担任：佐伯  実紀   ４年１組担任：中嶋  美穂  

５年３組担任：原﨑  花梨   ７年１組担任：宮本  芽生   ７年２組担任：白石  芳子   
NET：JASON ELKINS（ジェイソン）  
  

 
 

 

スポーツ大会は、残り３学年となりました。学校だより８号でお知らせした
日程と変更している所もありますので、再度下記の日程をご確認下さい。 


